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避難所運営における感染症対策について 

 

県では、出水期を控え、新型コロナウイルス感染症対策などを盛り込んだ「市

町村避難所運営マニュアル作成モデル」を改定し、市町村に適切な運営を働き

かけているところです。 

この度、市町村が避難所の開設を準備するにあたり、運営のポイントである

感染症対策について、あらかじめ実施すべき行動を整理するとともに、関係機

関との連携を確認しておくため、対策への対応チャートと集団感染防止に必要

な取組を例示しました。 

 

 

〇避難所運営における感染症対策への対応チャート 

 ・ 感染症の早期発見や集団感染防止のために必要とされる対応や備えてお 

くべき資機材、関係機関との連携のタイミング等を明示 

 

〇一般の避難所滞在スペースのレイアウト 

 ・ 飛沫感染予防を徹底するため、避難者が占有する区画の基準を設定した 

上で、仕切りのためのパーティションを区画毎に設置 

 ・ 必要なパーティションについては、県で緊急整備（６月補正） 

 

〇発熱者等の専用室等のレイアウト 

 ・ 集団感染予防を徹底するため、避難者と発熱や咳等のある者やその家族

等と一線を画すための専用室、専用通路、専用トイレを確保 

 

 

                   【お問い合わせ先】 

                     担当課：防災企画課 

                     担当者：笠松、守脇 

                     連絡先：073-441-2271（直通）  
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避難所運営における感染症対策への対応チャート



【単身世帯】

【2人世帯】
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一般の避難所滞在スペースのレイアウト

1.5m

2m

○世帯間の距離を前後左右に2mあける

パーティションによる区画仕切り

区画の考え方

○飛沫感染を防ぐため、少なくとも座位で口元より高いパーティションとする

○一区画は、3㎡が基準←
2
m
→

←2m→

段ボールベッド

【4人世帯】

←2m→
←2m→3㎡
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発熱者等の専用室等のレイアウト

•発熱・咳等のある者やその家族等の専用室のレイアウト（例）

【パーティション】 【パーティションで仕切り】

運営スタッフ


